
古

7
4休
ん
だ
か

。
、
医
師
や
薬
屋
さ
ん
に
払
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
で
未
だ

払
づ
て
い
な
い
の
は
何
円
か

め
医
療
費
を
払
っ
た
為
家
計
に

ど
ん
な
影
響
が
あ
っ
た
か
一
町
有
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
一
御
通
知
下
さ
い

-
別
に
影
響
は
無
か
っ
た
一
御
承
知
の
通
り
町
議
会
の
議
を
一
尚
今
後
不
当
な
使
用
を
さ
れ

2
少
し
家
計
が
苦
し
か
っ
一
経
て
使
用
を
許
可
す
る
事
に
な
一
て
い
る
方
を
発
見
し
た
場
合
ば

と

一

っ

て

お

り

、

大

半

の

方

は

正

当

一

御

迷

惑

で

も

其

の

筋

と

連

絡

を

7

一
な
手
続
を
綬
て
使
用
さ
れ
て
お
一
取
り
、
管
理
を
厳
重
に
す
る
方

非
常
に
苦
し
か
っ
た
一
り
ま
す
が
無
断
で
使
用
さ
れ
て
一
針
で
す
か
ら
、
其
の
点
併
せ
て

①
家
族
中
に
次
の
保
険
に
入
つ
一
い
た
り
、
許
可
以
上
の
坪
数
、
一
貴
地
区
内
一
般
へ
御
周
知
下
さ

C
苦
る
人
日
何
人
ら
る
h
、
イ
又
は
使
用
目
的
を
勝
手
に
変
喜
一
ぃ
。

J

'

;

d

'

;

;

一
し
た
り
し
て
お
ら
れ
る
方
を
見
一
道
路
の
使
用
に
つ
い
て
も
必

事

業

所

の

健

康

保

険

被

保

険

者

一

一

一
受
け
た
の
で
、
こ
の
方
々
は
夫
一
要
の
向
は
、
町
へ
届
出
で
許
可

何
人
被
扶
養
者
伺
人
、
ロ
き
併
一
々
正
規
の
使
用
願
出
を
し
て
貰
一
を
受
け
て
か
ら
使
用
し
て
下
さ

組
合
の
組
合
員
何
人
、
家
族
何
一
い
ま
し
た
が
、
他
に
こ
う
い
う
一
い
。

一
人
、
ハ
船
員
保
険
の
被
保
険
者
一
方
が
あ
り
ま
じ
た
ら
、
今
月
末
一
無
断
で
交
通
の
邪
魔
を
す
る

一
何
人
、
被
帥
養
老
何
人
、
合
計
一
迄
に
正
当
な
手
続
を
す
る
よ
う
一
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

一

一

i
o
l
&
'
l
a司
t
l
h
v
t
a噌
l
h
v
t
、a
7
2
h
F
1
4マ
l
ぬ

T
A守
Jtbv
、A可
t
t
h
f
l殴
司

11hv
、A
T
L
'
L
A闘Y

¥

一

度

も

病

気

を

し

な

か

っ

た

一

を

認

識

せ

ら

れ

御

協

力

下

さ

る

一

何

日

に

な

っ

た

か

一

以

上

の

事

柄

に

付

い

て

予

じ

一

昭

和

三

十

年

度

」
と
一
三
宮
殆
ん
ど
無
く
随
一
様
お
願
い
し
ま
す
。
以
下
調
査
志
昨
年
四
月
か
ら
本
年
三
月
末
一
め
準
備
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
一
泊

=J

円
十
J

分

皆

ん

な

元

気

で

暮

し

た

章

一

の

概

要

を

説

明

し

ま

ず

か

ら

よ

一

ま

で

家

族

の

内

一

言

病

気

し

一

一

T
是
認
二
コ

E
C

思
っ
て
も
家
族
の
中
誰
か
は
病
一
く
読
ん
で
調
査
員
が
出
向
ミ
一
な
か
っ
た
の
は
何
人
か
一

v

注

意

一

関

長

移

t
亡

し

吋

気
し
て
居
て
お
医
者
様
に
診
て
一
し
た
時
は
調
査
員
の
質
問
に
要
一
①
の
の
病
気
で
医
師
に
診
て
一
1
こ
の
調
査
で
病
気
と
い
う
↓
'

も
ら
っ
た
り
、
置
薬
や
薬
局
の
一
領
よ
く
答
え
ら
れ
る
様
準
備
し
一
も
ら
っ
た
回
数
と
日
数
一
の
は
体
具
合
が
悪
く
な
っ
て
屋
昭
和
三
十
年
度
町
氏
税
第
二
二
、
均
等
割
の
み
の
納
税
者
の

玉
川
を
買
っ
て
の
ん
だ
り
し
て
い
一
て
お
い
て
下
さ
い
。
、
一
内
科
、
外
科
耳
鼻
科
産
一
塁
寸
に
は
か
L
ら
な
く
て
も
ニ
期
分
の
納
期
が
到
来
致
し
ま
し
一
方
は
、
従
来
旧
長
浜
町
の
み

一

る

も

の

で

す

、

こ

ん

な

状

態

で

一

一

、

調

査

の

方

法

調

査

員

に

一

姉

人

科

前

科

そ

の

他

に

分

け

一

一

た

。

合

併

の

結

果

、

取

扱

に

二

第

一

期

分

に

全

額

約

付

、

他

~
一
す
か
ら
私
共
の
生
活
費
の
中
で
一
よ
り
各
家
庭
を
訪
問
し
質
問
調
一
て
、
何
回
で
何
日
か
与
っ
た
か
一
日
以
上
休
ん
だ
場
合
を
云
い
よ
部
変
つ
た
点
が
あ
り
ま
す
の
で
一
の
五
ケ
村
は
四
期
に
分
割
納

¥
，
便
一
も
医
療
費
は
随
分
大
き
な
巾
を
一
査
を
行
う
0

・

5
医

師

や

茶

屋

さ

ん

に

喜

子

石

知

ら

せ

致

し

ま

す

。

，

一

付

で

あ

り

ま

し

た

が

、

今

年

そ
ィ
一
占
め
て
居
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
一
二
、
調
査
の
対
象
と
す
る
期
間
一
由
ー
に
幾
ら
お
金
を
払
っ
た
か
、
一
2
病
気
回
数
の
数
え
か
た
は
一
一
、
給
与
所
得
者
で
所
得
剖
の
一
か
ら
法
規
通
り
に
第
一
期
分

}
、
一
ま
す
の
で
今
回
其
実
態
を
調
査
一
昭
和
一
干
九
年
四
月
か
ら
昭
一
医
者
何
回
商
科
医
何
円
一
体
の
具
合
が
怒
く
な
っ
て
か

L

か
L
る
方
は
従
来
旧
長
浜
町
一
で
徴
牧
す
る
こ
と
に
な
り
ま

一3

一
し
お
互
が
少
し
で
も
医
療
費
の
一
和
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
家
局
、
霞
薬
何
円
、
は
り
、
一
一
旧
喜
多
灘
村
の
み
源
泉
徴
牧
一
し
た
か
ら
、
御
含
み
お
き
下

「
一
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
壊
な
対
策
一
三
、
調
査
す
る
事
が
ら
一
あ
ん
ま
何
円
、
祈
様
、
ま
じ
な
一
全
治
す
る

i
で
を
一
回
と
し
ユ
を
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
さ
い
、
そ
の
か
わ
り
、
一
回

~
乃
一
を
樹
て
る
資
料
に
し
度
い
と
恩
一
①
右
の
期
間
中
に
家
族
の
中
一
い
何
円
交
通
費
何
円
一
計
算
し
ま
す
一
本
年
よ
り
新
町
全
体
に
適
用
一
だ
け
で
終
る
訳
と
な
り
ま
す

一
c
一
い
ま
ず
か
ら
町
民
各
位
に
抱
か
一
十
八
才
以
上
の
人
が
何
人
、
何
一
①
病
気
の
た
め
合
計
何
回
仕
一
以
上
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

~

一
Avnuu誌
な
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Y
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H
Y
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H
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H
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交
さ
れ
x
v
n
v

f

一

¥

竹

川

リ

/

一

ね

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

り

ま

す

一

変

っ

て

し

ま

い

実

感

が

わ

か

否

Z
Zへ
た
事
を
す
ぐ
一
い
が
そ
の
他
の
身
体
の
部
分
に

一

b
N州
例

議

内

一

党

せ

い

剤

(

ヒ

ロ

ポ

ン

)

を

一

ら

な

い

。

一

他

人

が

し

ゃ

べ

る

。

一

も

す

る

者

も

あ

り

ま

す

。

ヂ

町

三

嘩

覚

せ

い

剤

(

ヒ

ロ

克

明

日

時

抗

日

紅

時

一

J
刊

誌

詰

守

パ

一

@

に

間

的

切

れ

れ

一

以

上

の

点

に

つ

い

て

も

よ

く

ι
¥
'
一

/

い

¥

J

.

一

ず

る

と

共

に

外

部

所

見

と

し

て

一

妄

想

)

一

る

。

一

注

意

し

て

下

さ

い

。

そ

し

て

特

一

3

/

/

}

ゐ
『
f

h

A

一
は
イ
よ
り
ホ
の
事
項
が
見
受
け
一
⑫
誰
れ
か
に
追
か
け
ら
れ
て
一
@
実
際
以
上
に
自
分
が
深
い
・
一
別
な
動
向
が
あ
り
ま
す
れ
ば
何

}

ホ

ン

)

必

叫

カ

止

に

つ

い

て

一

ら

れ

る

の

で

あ

り

ま

す

。

一

い

る

よ

う

な

感

じ

が

す

る

。

予

を

犯

し

た

と

考

へ

る

。

一

時

で

も

御

連

絡

下

さ

い

相

談

に

E

、

f
i
ι

一

一

記

一

一

⑬

居

な

い

筈

の

人

の

話

が

き

一

@

不

幸

な

こ

と

が

お

き

る

、

一

2

t

一

一

一

一

3

一
応
じ
ま
す

一

一

①

目

ま

い

が

す

る

勤

き

が

す

一

こ

え

て

く

る

0

(

幻
聴
)
一
世
界
が
亡
ひ
て
し
ま
う
c

-

i

-

一

一

一

@

無

い

筈

の

も

の

が

見

え

る

一

と

云

ふ

よ

う

な

考

へ

を

持

つ

よ

一

皆

さ

ん

、

管

な

で

カ

ケ

一

合

せ

行

一

長

涜

町

警

部

訳

出

所

一

る

。

一

一

一

一

一

①

じ

っ

と

し

て

唐

ら

れ

な

く

一

@

誰

れ

か

に

迫

害

さ

れ

る

白

一

う

に

な

り

又

行

動

面

で

は

、

一

て

比

の

長

浜

町

へ

は

一

歩

も

覚

旺

一

'

一

動

き

ま

わ

る

。

一

分

は

狙

ら

わ

れ

て

い

る

と

、

一

ィ

発

作

的

に

暴

れ

て

手

が

っ

一

せ

い

剤

(

ヒ

ロ

ポ

ン

)

は

い

れ

1
一
町
民
の
皆
様
、
覚
せ
い
剤
(
一
ポ

γ
)
に
起
因
し
て
い
る
と
云
一
①
気
分
が
い
ら
/
¥
す
る
。
一
又
必
ら
ず
殺
さ
れ
る
と
云
つ
一
け
ら
れ
な
い
。
一

副
一
ヒ
ロ
ポ
γ
)

の
恐
ろ
し
き
に
つ
一
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
一
②
食
慾
譲
る
o

一
た
被
害
妄
想
を
す
る
。
一
ロ
云
う
こ
と
が
飛
々
で
何
を
一
な
い
明
る
い
立
派
な
郷
土
を
作

(
E
い
て
は
今
更
改
め
て
一
式
う
ま
で
一
即
ち
東
京
都
内
で
発
生
し
た
一
①
顔
色
が
悪
く
な
り
、
や
せ
一
@
自
分
の
直
接
関
係
者
を
偏
一
云
っ
て
い
る
か
わ
カ
ら
な
い
一
ら
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も

な

い

こ

と

で

あ

り

ま

す

が

最

一

鏡

子

ち

ゃ

ん

事

件

。

大

阪

市

内

一

る

。

‘

一

愛

す

る

。

一

ハ

本

当

の

と

と

た

云

っ

て

い

一

近
全
国
的
に
之
の
追
放
運
動
が
一
で
発
生
し
た
自
性
定
遊
戯
中
の
一
①
意
識
が

t
く
な
り
何
が
何
一
@
自
分
の
考
へ
が
す
ぐ
そ
っ
一
'
る
の
か
嘘
を
云
っ
て
い
る
の
一

2
の
町
へ
一
歩
も
入
れ
る
な

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
の
ま
だ
一
幼
児
を
次
々
と
川
の
中
に
投
げ
一
だ
か
わ
か
ら
な
い
、
後
に
な
一
く
り
他
人
に
わ
か
つ
て
し
ま
一
か
区
別
が
つ
か
な
い
。
一

完

全

に

そ

の

根

を

断

つ

て

は

居

一

込

ん

で

溺

死

さ

せ

た

事

件

等

い

一

っ

て

其

の

時

の

こ

と

を

思

い

一

ぅ

。

一

ニ

非

常

に

怒

り

ぽ

く

な

る

。

一

党

せ

い

剤

昨

り
ま
せ
ん
。
管
内
で
も
党
せ
い
一
づ
れ
も
皆
党
せ
い
剤
(
ヒ
ロ
ポ
一
出
せ
な
い
。
一
⑬
自
分
の
頭
の
中
に
他
か
ら
一
ホ
ぼ
ん
や
り
し
て
喜
怒
哀
楽
一

剤
(
ヒ
ロ
ポ
ン
)
の
違
反
は
な
一

γ
)
に
よ
っ
て
犯
罪
が
犯
さ
れ
一
⑦
物
を
見
る
の
に
錯
角
を
起
一
考
へ
を
そ
の
ま
〉
押
し
込
ま
一
の
感
一
か
な
く
な
っ
た
よ
う
に
ア
ラ
つ
な
ヒ
ロ
ぼ
ン

か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
最
近
一
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
す
o

-

一

れ

る

。

一

な

る

c

一

又
ぼ
つ
(
覚
せ
い
剤
(
ヒ
ロ
一
主
主
其
の
例
を
取
っ
て
一
①
ベ

h

考

へ

を

そ

ウ

く

り

一

へ

突

飛

な

非

常

識

な

行

動

が

一

悪

へ

の

一

す

ポ

ン

)

取

扱

者

が

町

内

に

居

る

一

見

ま

し

て

も

覚

せ

い

剤

(

ヒ

ロ

一

易

く

一

れ

て

空

っ

ぽ

に

な

一

あ

る

。

一

噂

が

あ

り

ま

す

。

-

ポ

ソ

)

の

追

放

に

全

力

を

挙

げ

一

①

自

白

が

す

る

。

一

党

せ

い

剤

(

ヒ

ロ

ポ

ン

)

の

一

三

本

毎
日
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
一
て
居
り
ま
す
が
之
か
予
防
撲
或
て
な
り

m

一
考
へ
た
こ
と
が
す
一
注
射
は
血
管
に
通
常
す
る
た
め
一

居
り
ま
す
青
少
年
犯
罪
の
原
因
一
の
徹
底
を
聖
3
る

た

め

北

い

が

す

ハ

マ

み

た

い

に

見

へ

一

次

低

一

げ

の

静

脈

を

見

れ

ば

そ

の

一

3
T
Eい剤
(
J
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由
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町
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まあ実検普なりが;自媛見月て護子のす四 んえ
しり施診及育、中由県まに、対供不る千今 竺ノ
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に
御
承
知
の
友
情
年
賀
薬
害
売

却
利
益
の
み
に
て
は
、
と
う
て

い
そ
の
目
的
を
達
し
得
ら
れ
な

い
う
ら
み
が
あ
り
ま
す
た
め
〆

今
般
地
方
事
務
所
並
び
に
市
町
一

村
を
中
核
体
と
し
て
愛
媛
持
撤
一

体
不
自
由
児
協
会
々
員
の
募
集
一

を
強
力
に
行
い
、
手
足
の
不
自
一

白
な
子
供
た
ち
の
た
め
万
全
の
一

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
い
た
し
一

て
お
り
ま
す

皆
さ
ん
も
事
情
御
了
察
い
た

だ
き
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す

尚
入
会
費
二
人
年
間
二
白

円
)
は
、
町
役
場
社
会
課
で
取

り
ま
と
め
県
協
会
に
送
付
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

御
了
承
い
た
ど
き
多
数
の
会
員

が
得
ら
れ
る
事
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

十

年

産

昭

和

一一'--，_-

米
穀

渡
制
変
に
つ
い
て

昭
和
三
十
年
度
米
の
供
出
制
度
が
変
は
り
ま
し
た
。
本
年
産
米
の

集
荷
制
度
に
就
い
て
は
皆
さ
ん
新
聞
ラ
ジ
オ
等
で
御
承
知
に
成

っ
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
る
事
と
存
じ
ま
す
が
改
正
に
成
り
ま
し
た

要
点
を
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

現
在
迄
の
食
鴻
管
理
法
は
そ
の
ま
与
に
し
て
置
い
て
、
事
前
売
波

申
込
制
を
と
る
事
に
成
り
ま
し
た
、
比
の
制
度
は
生
産
省
の
自
主

的
売
渡
と
生
産
者
か
ら
政
府
へ
売
渡
の
委
託
を
受
け
た
集
荷
業
者

(
町
内
は
段
協
が
集
荷
業
者
の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
)
が
一

体
と
な
っ
て
閣
が
配
給
す
る
為
に
必
要
な
数
量
の
也
市
荷
を
す
る
車
場
一

に
成
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
其
の
ま
L
放
任
し
て
自
由
に
し
て
置
一

い
た
の
で
は
必
要
量
の
集
荷
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
一
応
政
府
は
集
一

荷
染
者
別
に
(
沖
浦
を
除
き
旧
吋
村
農
協
単
位
)
集
荷
予
定
数
量
一

を
示
し
て
目
標
の
達
成
を
図
る
の
で
あ
り
ま
す
兆
の
自
撰
達
成
の
一

為
に
役
場
、
農
協
(
楽
一
何
業
者
)
径
一
品
川
大
委
員
会
の
代
表
者
、
支
所
一

長
等
で
米
穀
売
渡
海
進
沼
議
会
を
作
り
又
支
所
で
は
支
所
単
位
の
一

惟
進
協
議
会
司
令
}
作
っ
て
生
産
宕
の
皆
さ
ん
に
公
平
に
売
波
の
申
込
一

を
し
て
裁
く
様
に
協
力
す
る
事
に
成
り
ま
し
て
去
る
六
月
十
七
日
一

に
吋
の
協
議
会
は
結
成
致
し
ま
し
た
。
惚
売
渓
の
申
込
は
現
在
七
一

月
十
五
日
迄
に
申
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
事
に
成
つ
て
は
お
り
ま
す
一

が
、
ま
だ
米
演
が
次
ま
り
ま
せ
ん
の
で
た
ぶ
ん
延
期
さ
れ
る
事
と
一

思

い

ま

す

が

決

定

次

第

御

知

ら

せ

致

し

ま

す

一

次
に
売
渡
心
申
込
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
は
い
生
産
者
は
従
来
週
一

り
種
子
と
家
族
に
対
す
る
規
還
の
保
宵
量
と
を
置
い
た
残
り
の
欽
一

室
を
売
渡
す
事
に
成
り
(
災
害
一
L
3る
唆
牧
や
家
践
の
移
効
に
よ
一

る
保
有
震
の
増
減
の
繍
正
は
現
在
ま
だ
決
つ
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
a

之
の
補
正
は
出
来
る
事
と
思
い
ま
す
)
呉
の
各
人
の
合
計
量
が
部

落
単
位
に
割
当
さ
れ
そ
の
割
当
量
は
部
落
責
任
と
な
り
ま
す
。
以

上
の
よ
う
な
方
法
で
売
わ
た
し
の
申
込
を
し
た
茂
一
家
に
対
し
て
は

申
請
に
よ
っ
て
石
当
約
二
千
円
程
度
空
間
わ
た
し
金
が
支
払
わ
れ

る
外
所
得
税
の
軽
減
を
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
又
金
額
の
決
定
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
牧
穫
後
援
作
の
為
予
約
売
渡
の
申
こ
み
を
し

て
は
な
か
っ
た
が
売
込
を
し
た
い
と
云
う
場
台
に
寅
入
す
る
額
と

は
予
約
の
方
が
高
く
成
り
ま
す
の
で
出
来
る
だ
け
多
く
売
渡
の
申

込
に
協
力
し
て
下
さ
い
。
尚
内
容
で
不
明
の
点
が
あ
れ
ば
支
所
又

は

農

協

で

闘

い

て

下

さ

い

。

経

ー

済

課

- ~ 

決
定
に
つ

先
般
募
集
致
し
ま
し
た
町
営

住
宅
入
居
者
の
中
か
ら
入
居
者

選
考
委
員
会
に
於
て
慎
重
審
議

の
結
果
左
記
の
方
を
入
居
者
に

決
定
し
ま
し
た
。

一
、
長
浜
地
区
鉄
筋
コ
ジ
ク
リ

i
ト
住
宅
(
十
二
戸
)

山

本

和

幸

三

谷

嘉

毅

尾
崎
起
美
代
矢
野
満
茂

曽

我

公

昭

山

田

俊

弘

岡
田
末
次
郎
渡
辺
秀
雄

金
平
範
尾
菊
池
佳
津
子

松

田

智

菊

池

彰

二
、
長
浜
地
区
木
造
第
二
種
住

宅

(

二

戸

)

仲

岡

都

子

松

本

清

邦

三
、
長
浜
地
区
木
造
災
害
住
宅

(
六
一
戸
)

窪
田
フ
ジ
子

中
川
蒸
子

い
て

友

沢

馬

太

郎

北

住

栄

阿
部
守
之
村
木
敦
三
郎

四
、
喜
多
難
地
区
木
造
災
害
住

宅
(
五
戸
)

池
下
兼
松
松
下
ツ
ル
ヨ

中

永

正

勝

浜

内

博

後
藤

νグ
ヨ

五
、
沖
浦
地
区
木
造
災
害
住
宅

(
四
一
戸
)

小
出
正
博
浜
江
栄
太
郎

今
岡
幹
夫
岡
本
千
恵
子
-

六
‘
出
海
地
区
木
造
災
害
住
宅

(
九
戸
)

浦
田
金
作
水
田
弥
三
郎

玉
井
定
五
郎
後
藤
兵
太
郎

水

間

勇

治

水

回

重

郎

後
藤
さ
L
子
浦
田
ア
キ
ノ

中
伊
久
士
口

永干対f召!山h弐;米長川寺 胃v r-';-ペi

露喜主雲Z叩思禁宮 f品司 (:I!響軒事軒/九i 
敏一;樹樹子馬圭作泰 i閣霊留"fEJl

長長犬五四六四出二三雲L畏畏技畏 一九 生五〈j i 
勇男和男男女男海女男婚女男男女女芳次女 月戸現 1
交 交交 本中ず14~ 

雄邦所 文睦 所マ博所治一 五克還八克庁 居ー宇部事3
分久 豊分ュ分 豊 重分出j思:I'J~

一広 男子 ミ文子博月罫芳号.J~ 't:' j ‘分持J~ ~ 

v主犬....-，吉栄-J:' ;.沖森畝 i
苑 jll結本聖子田 野内中 i
明伊2Zi刀 徳延 E
寿南勢春三 叶春 i享i
夫 三

亡長二長二二白長長長 Z
墨

女男女女女滝女女男三
支 f

ち高久住純 l芳和久修Z
づ 枝分美言
る則子子江 子子徳E

昭
和
二
十
九
年
度
開
民
健
康
保
険

本
庁
分

〆

優
良
被
保
険
者
表
彰
に
つ
い
て

{! 

左
記
の
方
々
は
先
般
愛
媛
県

国
民
健
康
保
険
団
体
遂
合
会
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
、
表
彰
式

に
お
い
て
、
優
良
被
保
険
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
か
ら
お

知
ら
せ
致
し
ま
す

な
お
現
在
管
内
各
地
区
国
保

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
格
段
の
御
協
力
を
闘
っ
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
共
米
開
始
地

区
の
再
開
運
動
と
相
倹
っ
て
本

J当'

‘ミB

西
岡
浮
犬

池
田
徳
春

田

淵

イ

チ

徳

本

ハ

ナ

水
木
立
国
治
郎

津

田

カ

ネ
櫛
生
支
所
分

西
浦
V
ズ
カ出
海
究
所
分

河

原

高

平白
滝
支
所
分

徳

山

啓

一
宗
永
寸
ク
エ

岡

美

代

子

.lr' 

一一一一一一

町
国
保
発
展
り
た
め
一
層
の
御

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

戸
U

O
白

滝

地

区

九

三

名

)

渡

辺

正

一

久

保

議

五

郎

向

井

佑

吉

。

出

海

地

区

(

二

名

)

城

土

叶

矢

野

ん

入

国

土

口

坪
田
控
三

後
藤
清
見

坪
田
一
男

稲
四
平
八
郎

鶴し

宇
都
宮
要
一

宮

上

稔

一

J
l
-
'
W
B
l一
十

一

喝
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も
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F
日九

宮三一-
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一0
0
0

卵
に
つ
い

月
頃
出
現

前
後
の
産

多
き
園
に

の
で
三

l

視
成
虫
の

る
事
つ
い
て

赤
ダ
ニ
の

噌
倹
が
見

P
N
乳
剤

y
y
乳
剤

を
一
行
ふ
事

漂
蒸
の
実

月
下
匂
ま

適
期
で
あ

り
一
夏
期
燥

て
来
て
い

も
な
い
が

考
に
述
べ

燥
蒸
は
殺

上
に
は
春

あ
る
が
、

一
い
点
に
於

て
い
る

(
C
)
以
上

ル
ム
口
す
事

可
一
は
天
幕
内

ソも一一!一一一

世
の
で
危
険

二
度
以
上
に

つ
吸
量
も
減

出
力
も
劣
る

同
い
場
合
及

き
場
合
も

、
即
ち
一
一
育

牧
さ
れ
易

、
又
天
幕

不
均
一
と

は
瓦
斯
漏

内
の
瓦
斯

な
り
薬
害

拡
散
は
充

つ
い
て
特

る
事

果
し
樹
の

に
残
巣
の

の
肥
大
を

μ

に
な
ら
し

制
服
輸
送
性

五
年
の
結
巣

結
果
を
矯

↑なし。
月
中
匂

尚
早
生
混

施
す
る
亭

い
て
燥
期
に
入

牛、

恥
官

4

-

A

一一

Y 

t 

a 

(
一
)
・
発
生
源
の
除
去

(
タ
マ
ゴ
、
ポ
l
フ
一
フ
、
ナ
ナ

ギ
)蚊
が
卯
を
生
な
所
即
ち
ボ
l

フ
ラ
の
わ
く
所
は
水
の
た
ま
っ

て
い
る
所
一
に
限
り
、
し
か
も
水

面
の
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
は

わ
か
な
い
か
ら
、
蚊
の
一
駆
除
に

は
と
れ
ら
の
こ
と
を
計
算
に
入

れ
て
お
く

①
つ
ま
っ
て
流
れ
な
く
な
っ

た
溝
、
①
空
路
、
空
ピ

γ
、
竹

の
切
株
、
⑦
便
池
、
用
水
、
手

る
の
で
、
数
一
早
敷
葉
等
に
依
つ
一
石
式
過
石
灰
ボ
ル
ド
ー
液
に
枇

て
土
壌
水
分
の
蒸
款
を
防
ざ
早
一
一
般
鉛
一
一
一

O
匁
、
硫
酸
亜
鉛
一

舷
を
未
然
に
防
ぐ
様
注
意
さ
れ
一
五

O
匁
加
用
し
て
撒
布
す
る
事

度

い

・

一

二

、

藤

粉

真

介

虫

防

除

に

つ

い

柿

閤

作

業

一

て

、
へ
タ
虫
防
じ
ょ
に
つ
い
て
一
七
月
下
匂
よ
り
発
生
防
じ
よ
法

へ
タ
虫
第
二
回
発
生
は
七
月
下
一

P
M
乳
剤
一

O
五

O
O倍
液
の

同
日
一
打
弘
一
日
い
拘
一
一
一
括
一
一
九
九
一
国
司
二
=
開
古
川

:-iz--iEiz-zg

抑
制
ト
マ
ト
に
つ
い
て

業
を
行
う
、
一

O
目
前
に
苗
床

に
充
分
水
を
掛
け
て
包
丁
を
も

っ
て
苗
と
苗
の
中
簡
を
ナ
イ
ノ

メ
に
一
寸
五
分
位
の
深
さ
に
切

っ
て
置
く
。

植
え
方
は
時
一
巾
三
尺
と
し
株

間
を
一
尺
二
寸
と
し
て
二
坪
当

り
一

O
本
、
畝
当
り
三

O
O本

の
割
合
で
植
え
る
。
植
付
が
す

む
と
直
ち
に
氷
を
タ
ッ
プ
リ
か

け
て
用
意
し
て
置
い
た
青
草
を

夜
と
し
て
数
き
込
む
こ
と
、
こ

の
青
草
の
量
は
お
さ
え
て
厚
さ

一
寸
以
上
あ
る
こ
と

日
本
畑
の
肥
料
(
一
畝
歩
当

り
)完
熟
堆
底
三

O
霞
油
粕
二

貫
過
燐
酸
石
灰
一
貫
硫
安

一
貫
)
旬
、
二
貫
木
灰
二
震

元
肥
量

堆
肥
三

O
貫
過
石
一
貫

木
灰
二
貫
を
株
間
の
中
間
へ
施

す。
追
肥
油
粕
は
三
回
に
硫
安
は
四
回

~込

~ -

苗
立
す
る
方
が
良
い

5
苗
の
必
要
量

一
一
昨
当
り
一

O
本

一

畝

当

り
三

O
O本
を
要
す
る
か
ら
栽

倍
面
積
を
決
め
て
育
苗
す
る
。

6
植
え
替
え
床
(
露
地
)

種
子
を
掃
い
て
五
日
!
七
日

す
る
と
芽
が
出
る
か
ら
そ
の
時

新
聞
紙
を
除
く
、
本
葉
が
二
枚

に
な
る
と
植
替
床
に
移
し
て
更

に
育
苗
す
る
か
ら
楠
替
床
の
準

備
を
す
る
。
植
替
床
の
大
き
さ

は
一
散
栽
培
す
る
と
し
て
二
坪

用
意
す
る
。

2
漉
替
床
の
肥
料
(
一
一
昨
当

り
)石
灰
一

O
O匁
完
熟
堆
肥

五

O
匁
油
粕
一

0
0匁
硫

安
二

O
匁
遇
済
政
石
灰
五

O

忽

木

灰

三

O
O匁

右
の
肥
料
を
仮
植
一

O
目
前

に
床
土
に
撒
布
し
五
寸
位
の
深

さ
に
よ
く
主
ぜ
て
打
ち
込
む

s植
替
え

本
葉
が
二
枚
に
な
る
と
用
意

し
た
苗
床
に
植
替
え
る
の
で
あ

る
が
、
次
の
如
く
す
る
。

植
替
の
続
巾
は
四
寸
株
間
四

寸
の
正
方
形
に
植
る
苗
の
茎
の

長
さ
の
半
分
を
土
中
に
植
え
込

む
こ
と
(
苗
床
に
あ
っ
た
土
ぎ

わ
よ
り
深
く
植
え
る
)

穏
替
の
時
期
は
夕
方
行
う
こ

と
、
天
気
が
続
け
ば
三
尺
空
間
同

さ
に
日
夜
い
を
忘
れ
ぬ
こ
と
。

9
管
理

本
一
突
が
四
枚
出
来
た
頃
花
芽

が
つ
く
、
椅
替
え
て
か
ら
二

O

日
位
す
る
と
葉
は
六
枚
位
と
な

る
、
こ
の
時
が
八
月
上
、
中
旬

頃
、
こ
の
時
本
畑
へ
定
権
す
る

槌
替
床
は
除
草
、
一
被
水
等
注

意
を
怠
ら
ぬ
こ
と
。

日
本
知
定
椀
(
時
期
八
月
上

中
匂
)

a

i

本
一
世
却
が
六
枚
出
来
た
頃
本
畑

へ
定
植
す
る
の
で
あ
る
が
定
植

一
O
日
前
に
次
の
如
く
予
備
作

最
近
、
海
岸
地
区
に
於
て
は

ト
マ
ト
の
栽
培
熱
が
高
ま
り
す

で
に
大
和
、
白
滝
、
櫛
生
、
出

海
等
に
は
栽
培
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
本
年
よ
り
始
め
ら
れ
る

方
及
今
後
始
め
た
い
方
の
為
に

栽
培
方
法
を
記
し
ま
す

一
、
減
論

抑
制
ト
7

ト
の
栽
培
は
現
在

迄
は
有
利
で
あ
っ
た
が
今
後
に

於
て
も
他
の
農
作
物
に
比
較
し

て
有
利
で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る

問
題
は
需
給
如
何
に
よ
っ
て

相
違
が
生
じ
る
。
抑
制
ト
マ
ト

は
栽
培
上
自
然
条
件
が
必
要
で

あ
っ
て
二
月
の
気
混
が
平
均
六

度
の
範
囲
に
於
て
栽
培
可
能
と

さ
れ
て
い
る
。
場
所
的
に
は
秋

風
の
被
害
を
さ
け
ら
れ
る
所
、

降
霜
の
お
そ
い
所
、
更
に
栽
培

者
の
熱
と
努
力
の
結
集
の
連
続

し
た
把
矯
管
理
の
徹
底
を
期
す

る
心
が
ま
え
を
持
っ
て
栽
培
に

か
か
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
。

二
、
耕
種
の
概
要

1
口
問
種

福
寿
二
号
玉
の
大
き
さ
及

色
、
一
ケ
五

O
匁
位
桃
色

2
播
積
期

海
岸
地
域
六
月
二
五
日
!

七
月
五
日

大
和
、
白
滝
(
平
担
)
六
月

二
日
!
二
五
日

他
山
問
地
六
月
一

O
日

!

一
五
日
3
苗
床

A
M
箱
様
の
も
の
を
用
い
る
。

床
土
は
完
熟
堆
厩
肥
四
割
床
土

六
割
を
充
分
に
ま
ぜ
合
せ
て
符

に
入
れ
苗
床
と
す
る
。

4
播
穣
方
法

畦
市
二
寸
株
間
五
分
と
し
一

位
づ
っ
置
く
種
子
の
深
さ
は
五

分
位
、
播
種
を
終
る
と
充
分
に

水
を
掛
け
新
関
紙
で
一
覆
一
う
て
お

く
、
苗
床
箱
の
位
置
は
梅
雨
に

あ
て
な
い
よ
司
ノ
に
軒
下
等
に
て

会
礼
町
平
交
刊
す
す
叔
夕
刊
町
長

w
f
吋
サ
長
与
夕
食

蚊
の
駆
除
に
つ
い
て

に
そ
れ
ぞ
れ
施
す

ロ
支
柱

本
畑
定
縮
、
元
肥
が
す
む
と

直
ち
に
支
柱
を
ま
っ
す
ぐ
に
立

て
る
こ
と
。

日

摘

芽

側
芽
が
出
た
ら
す
ぐ
摘
み
の

け
る
こ
と
、
こ
の
作
業
は
朝
露

の
あ
る
時
一
行
う

日
比
摘
芯

霜
が
降
る
と
思
わ
れ
る
三

O

目
前
に
芯
を
つ
み
除
け
る
、
こ

の
作
業
は
霜
が
あ
た
る
と
玉
が

駄
目
に
な
る
か
ら
て
き
芯
し
て

玉
を
太
ら
す
た
め
で
あ
り
ま
す

一
}
』

日
病
害
防
除

病
名
、
青
枯
れ
病

最
も
お
そ
ろ
し
い

薬
品
名
六
斗
式
石
灰
ボ
ル
一

ド
l
液
一
斗
に
対
し
(
水
銀
剤
一

:
・
ク
ス
プ
ル
ン
)
五
匁
加
一

用
。
又
は
三
共
ボ
ル
ド
ー
(
扮
)
一

を
水
一
斗
に
一
二
匁
一
一
五
匁
一

を
溶
解
し
て
脱
布
す
芯
(
三
日
立
八
一

ボ
ル
ド
ー
等
の
扮
制
加
を
ぷ
に
在
一

か
す
に
は
小
量
の
水
で
最
初
練
一

る
よ
う
に
し
て
岡
山
次
一
斗
の
水
一

に

ラ

す

め

る

事

)

一

弘
江
戸
h
ド

rtリ
甘

刀

自

制
打

H

1

3

r

M
』

デ

一

市

定
感
が
す
む
と
五
日
お
き
に
一

策
の
表
も
日
投
も
五
分
に
か

t-39
一

ょ
う
持
布
す
る
。
北
口
し
潟
が
降
一

れ
ば
天
気
に
人
以
り
次
第
対
布
す
一

る
、
何
汝
か
と
一
式
う
Lr
一
定
病
し
一

て
か
ら
で
わ
効
果
が
ク
ス
イ
か
一

ら
-
病
気
に
な
ら
な
い
う
ち
に
撒
一

布

せ

は

ば

な

ら

な

い

一

玉
割
れ
病
(
ヒ
ピ
入
り
)
一

抑
制
ト
マ
ト
に
絡
に
多
い
玉
一

剖
れ
に
な
る
と
商
品
頃
怪
が
半
一

戎
し
て
牧
入
が
一
演
ず
る
か
ら
こ
一

れ
の
防
令
対
策
が
ま
た
肝
要
な
一

り
、
何
故
玉
剖
れ
に
な
る
か
?
一

土
が
乾
い
た
り
濯
っ
た
り
極
一

端
な
変
化
に
よ
り
起
る
。
太
陽
一

が
照
り
土
が
乾
く
と
ト
マ
ト
の
一

皮
が
笠
く
な
る
、
そ
と
え
雨
が
一

降
る
と
急
に
ト
マ
ト
は
太
る
と
一

皮
に
ユ
ト
り
が
な
い
か
ら
ナ
ケ
一

る

こ

と

に

な

る

。

一

防

除

一

地
面
が
堅
く
し
ま
っ
て
い
る
一

こ
と
、
袋
を
掛
け
る
、
数
一
平
を
一

多
く
す
る
、
水
を
掛
け
て
や
る

以

上
疫
病
が

洗
木
、
勺
墓
地
の
花
立
諮
」
吐
A
b
]

涼
の
じ
ま
去
に
注
意
す
る
事
が

肝
要
で
あ
る

尚
薬
剤
に
よ
る
駆
除
方
法
ば
、
一

一
、
五
M
m
D
D
T
及
。
、
五
Mm
一

B
H
C
泊
到
に
よ
り
幼
虫
は
発
一

生
相
場
所
一
一
併
に
付
二
、
勺
又
は
一
一

M
m
D
D
T
一
%
B
H
C
粉
末
三
一

グ
ラ
ム
、
成
虫
は
建
物
天
井
及
一

内
部
湖
面
一
一
対
に
つ
き
五
M
D
一

D

T
及
。
、
五
。
忽
B
H
C
油
剤
一

を
二
合
程
度
総
布
す
る
。

-

F

ヘ子、


